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令和２年12月12日、「地方創生や和歌山の未来について真剣に考えること」 、「参加者同士の繋がりの構築・
深化」を目的とした企画を西日本電信電話株式会社、株式会社紀陽銀行、きのくに信用金庫及び和歌山市SDGs推
進ネットワーク事務局と共同でオンラインにて開催しました。
イベント当日は、和歌山市SDGs推進ネットワークの会員企業の関係者18名に参加して頂き、西日本電信電話株

式会社の金澤明浩氏を招いてSDGsについての勉強会を行った後、SDGsアウトサイドインカードゲームを実施しま
した。



１．SDGs、アウトサイドインについての勉強会

和歌山財務事務所長からの主催者挨拶後、SDGsやアウトサイドインについて新型コロナウイルスや身近な事例
にも触れながら初心者でもわかるように勉強会を実施しました。

和歌山財務事務所長の挨拶 SDGsやアウトサイドインについての説明

新型コロナウイルスや身近な事例にも触れた勉強会

金澤明浩氏
(西日本電信電話株式会社 和歌山支店
ビジネス営業部 営業推進担当課長)
観光×ICTを中心に地域ビジネスの

創出に携わる一方、中小企業診断士と
して、大阪府中小企業診断士会の経営
デザイン研究会、 実践イノベーショ
ン研究会にてビジネスデザイン手法、
経営デザインシートの活用を専門にセ
ミナー、支援事業などに注力。

講師・ファシリテーター



２． SDGsアウトサイドインカードゲーム

「SDGsアウトサイドインカードゲーム」とは
新たな事業を創造し、社会的な価値を産み出すために必要な考え方（＝アウトサイドイン）や、社会で起きてい

る課題の解決策を考え事業を通じて実現していくことを体験を通じて学ぶビジネスシミュレーションゲーム。
参加者は、ある特定の事業に取り組む会社の従業員の一人という設定でゲームに取り組み、同じ会社や他の会社

の参加者と協力して事業を創造することで会社に貢献していく。

①各社が保有する財産とノウハウを組み合わせて新事業を創出 ②創出した新事業を認知・拡大させて資金を得る

ゲーム専用アプリとZoomを活用
ゲーム専用アプリでカードを操作、Zoomで参加者同士のコミュニケーション



３．ゲーム後の振り返り

SDGsについて学び、 SDGsアウトサイドインカードゲームを体験した後に復習・振り返りを行いました。また、身
近なアウトサイドイン事例の紹介や今回のテーマの一つであるパートナーシップの重要性についても案内があり、最後
に当企画での体験を通じて感じた思いを参加者間で共有しました。

当イベントを通じて地域に貢献しつつ事業拡大を目指すというミッションに対し、外部の方と積極的に意見を交わすことが出来て非

常に有意義でした。【金融機関】
このゲームを通じて、今まであまり接点のなかった人と交流を持てたので、このようなイベントを継続することで繋がりが広がって

いけば、和歌山の活性化に繋がるのではないかと感じました。【官公庁】

参加者からの声

最後に

今後とも、和歌山市SDGs推進ネットワークや和歌山地域の活性化に貢献できるような取組みを検討していきます。
今回の企画に賛同、協力していただきました金澤様及び株式会社紀陽銀行、きのくに信用金庫、和歌山市SDGs推進

ネットワーク事務局の皆様にはこの場をお借りして感謝申し上げます。


